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種類の記載に先立って，筆者はこれらの貴重な資料の研究を委託された北海道，釧路水産試 

験場長奥田行雄氏，東京，海洋水産資源開発センタ—所長藤村弘毅氏，北海道根室市，浜屋水 

産株式会社々長浜屋久氏に対し深く感謝の言葉を捧げる。またこれらの資料の研究に当り，数 

々の便宜をお計り下さった釧路水産試験場員阿部晃治氏ならびに海洋水産資源開発センタ—所 

員中野荘次氏に対し同じく深い感謝の怠を表する。原色図版の写真は釧路水産試験場の小笠原 

惇六氏:こよって撮影されたもので氏に対しこれまた感謝の意を表する。 

Section BRACHYURA 短尾区蟹類 

Family MAJIDAE く もがに科 

Subfamily OREGONIINAEけせんがに亜科 

けせんがに亜科はくもがに科の中でも原始的な形態を示しており，眼窩の発達の程度は低い. 

この亜科の根拠となっている特徴は雄の腹部が末節まで幅広く第7節（末節）は幅広くて，短 

かく第6節にくいこんでいる（Fig. 2参照）。 

甲の形は洋梨形又は丸味のある三角形などで鉗脚，歩脚は管状かまたは扁平である。雄の第 

1腹肢は細し、管状で長く基部又は中位で強く外側に湾曲し，その先端に近く短毛を列に生じて 

いる。 

この亜科を構成している属は今日まで3属で，いずれも古くから知られていた力ニ類である。 

即わち， 

Oregonia DANA, 1 851ケセンガ 二/萬 

Hyas LEACH, 1814 ヒ キ ガ ニ 厲 

Chionoecetes KROYER 1838 ズワイガニ』属 

これらの属はいずれも太平洋，太西洋の北部に産し，北極をめぐっての分布（Circum polar) 

を示すもので，南半球には産しないのである。 

この度天皇海山で採集された力ニ類の中で「けせんがに亜科」に所属する力ニはヶセンガニ 

属O r e g o n i a1種と，ズワイガニ属C h i o n o e c e t e s1種のほかに極めて大型のくもがに科の力ニ 

があり，それが，雄の腹部の形態からこの亜科に所属するものであることがわかり新厲として 

この亜科の第4番目の属としてここに記載されるわけである。 

Macroregonia n. gen.才オケセン力、、ニ (新属) 

新属の属名は大形のQMacro)ヶセンガニ（Ore炒m ‘a)という意味である。ヶセンガニ属では 

甲長4 1 m m ,甲幅3 1 m m程度の大きさであるのに対し新属では雄の甲長1 2 0 m m ,甲幅1 1 5 
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mmに近く，鉗脚は480 mmに及ぶ巨大なものである。 

丨ドは著しくふくらみのある洋梨形で，屮面は顆粒でおおわれ，〒域は深く溝で区分されてい 

る。額棘は細く短かぐ中央のU字形の間隙で分たれて平行して斜に上方に突出する。丨Pの前 

端中央の下面に発生学上の額棘が幅広く直角に下垂して先端に至るに従って尖る。 

眼窩:よ全く形成されず，眼柄は堪部が額の側方の板状部と第2触角の•節とでまるく囲まれ 

ているが外側に開いて眼窩は形成されない。肝域の前端に1個の小棘があるほかには，ケセン 

ガニ屈のような顕著な肝棘はなく，鰓域をめぐっても棘はない。 

雄の胆郃は典型的なけせんがに亜科の型を示し7節共に幅広く第7節は横に広くて第6節に 

喰いこんでいる。 

胸脚はいずれも各節が管状で提く，顆粒でおおわれている。成畏せる雄の鉗脚はいずれの歩 

脚よりも於く発违する。歩脚第1対から第4対まで及さと太さは著しくは異っていない。 

校式種:よMacroregonia macrochira n. g. n. sp.である’種名は大きいはさみを有するとい 

う,S味である。 

Macroregonia macrochira n. gen. n. sp. 

オオケセンガニ (新屈新種） 

P1.I，figs. A, B ； Figs. 1—7. 

検討標本： 

1:3，No. 590，完投式標本，仁徳北海山，42°20卞，170°55'E深度800米以上。浜屋水産 

KK, 26忠久丸，VII. 9�IX，1977。 

12，No. 6 2 7 ,雌模式標本。仁徳海山，4 1 0 l l ' K , 1 7 0 ° 3 6 %深度1 0 5 0 � 1 1 0 0 M 。海洋 

水産资源開発センタ一，VIII. 21，1977。 

l o , No. 588,副模式標本，産地，深度等同上。 

12，No. 589，産地，深度笼完模式標本と同じ。 

13,番兮なし，大形。産地深度等同上。 

種の特長： 

くも力’;に科(MAJIDAE)の力ニの中でも大形にMする力ニで，概観が日本特産のタカアシガ 

ニに似てV、るが全く別の诚である。額棘はタカアシガニではV字形の間隙で左右に分れるのに 

対し，本種では広いU字形の開隙で平行して生じる。雄の腹部は後に述べる如く全く別の形態 

をあらわしている。 

叩鼓は強いふくらみのある洋梨形又は洋琴形で，巧域)]丨
:
域をふくむ前方のふくらみと，両鰓 

域をふくむ後方の大きいふくらみとに分れている。…域は深く溝で区分され，肝域の内隅と鰓 

域との間の溝には深い凹みがある。中央部後方の心域腸域はやや低く，鳃域との間の溝は顕著 

である。…面は尖った顆粒でややまばらにおおわれ，R丨域の前方と肝域，鰓域の側方では顆粒 

は顕著な小棘となっている。 

額棘は細くて短かく，R域の下面から突出して蓝部で合一しており，中央のu字形の間隙で 

広く分たれてやや外方に開いて斜に上方に突出する。下面中央にある発生学上の額棘は•直に 

下方に突出しs部から幅広くて上面はひろい溝を形成し先端に至るに従ってせまくなり尖って 
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I、る（Fig. 3)。この中央額棘によって第1触角窩が左右に深く分たれている， 

ヶセンガニ厲の特長の1つである肝域前端側方の1棘は本新Mでは退化しつつある小棘とな 

っている。眼窩は形成されておらず，眼柄はその基部だけが額の側方の眼上板と下側では第2 

触角の基節とでまるく囲まれている力:，そのまま腔所は外方に開いて眼窩を形成することはな 

い。腹部は雌雄共;こ7節より成り，雄においてはけせんがに亜科の特長をそのままにあらわ 

していて末端まで幅広く，第7節は短かくて横に幅広く，第6節の後緣にくいこんでいる。 

(Fig. 2)。雄の第1腹肢は細い管状で長く，中途で強く外側に l l l lり，先端に近く内緣に剛毛を 

叢生している（Fig. 6)。 

胸脚はすべて細くて长く，各節は管状で全面®粒でおおわれている。鉗脚は-卜分成長した雄 

ではどの歩脚よりも長く太く，腕節は掌節の
1
/2，長節のほぼ

1
んの長さを有している。鉗部の 

截面には可勒指不動指共に一様に小歯が並び歯の数は20を越え大きさは変化に富む。歩脚は第 

1対から第4対まで僅かずつ大きさを減じ各対の長節には前縁，後緑に小棘を列に生じている。 

大きさ：一雄の完投式標本で
1P長（正中線で）122mm，叩幅107mm，額棘16mm，鉗脚の全 

長 470 mm，第1歩脚 420 mm。 

Oregonia DANA 1852 ケセンガ ニ 诚 

ヶセンガニ属の学名Oregoniaはアメリカ西海耑北部のオレゴン州の州名からとられている。 

和名のヶセンガニは岩手！ft気仙沼の地名からとられている。2種類をふくみ， 

1 . O r e g o n i a gracilis DANA, 1851—カリフオルニア沿岸から北ヘアラス力，ベ一リング海 

を歪て日本では太平洋岸では犬吠岬まで，日本海沿岸では南へ朝鮮半島更に渤海湾にまで商下 

している。Oregonia mutsuensis YOKOYA 1928は多分この種の幼形の異常型であろう0 

2. Oregonia bifurca RATHBUN 1902—べ—リング海から記載されたのみで他の水域からは 

とれていないし，日本の沿岸でも採集されたことはない，この度，天皇海山からが採粜さ 

れた。 

Oregonia bifurca RATHBUN 1902 

フタツノケセンガニ （新称）Fig. 8 

文献は英文の更参照。 

検討標本 

1?仁徳海山，釧路水度試験場調查船による。VIII，15，1977，籠調杏による。 

ヶセンガニ属の第2の種類で分布的にも稀な種類である。中はやや平圧されており前方に広 

く’額棘;よ中央のv字形の切れこみで斜前方に開いている。丨r面は平たい顆粒でおおわれ，軟 

毛でおおわれている。歩脚も軟毛で密におおわれている。 

本種は今日まで;こべ—リング海域から記録されているのみで天皇海山での記録は本種の第二 

番目の産地である。 

甲長は15.5mm,中幅は13.0 mm。 

分布，ベ—リソグ海西域と天皇海山。深度は270-764尋となっている。 
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Chionoecetes KROYER ズワイガニ属 

ズワイガニ厲は太平洋.大西洋の北洋の北極をめぐる寒海に棲息する（Circum Polar)力ニ 

類で屮は丸みのある三角形で平たく歩脚の各節も平たく，重要な食用ガニである。今日までに 

記録されている種類は5種類である。 

Chionoecetes opilio (0. FABRICIUS)ズワイガ ニ 

グリーンランド西岸からアラスカ，ベ一リソグ海，オホツク海から日本海，朝鮮半に至る。 

Ch. bairdi RATHBUN 

ベーリング海からアリューシアン，コロンビア海域に分布している。日本には産しない力s 

冷凍で市場に販売されている。 

しh. tanneri RATHBUN 

アメリカ西设，コロンビアから力リフオルニアにまで分布している，体全面に小棘が多い。 

Ch. angulatus RATHBUN トゲズワイガニ 

カムチャッ力東岸から仙台沖，ベ一リング海からオレゴン州沿岸まで分布している。 

Ch. japonicus RATHBUN ベニズワイガニ 

日本海の各域にひろく分布し，太平洋岸でも仙台湾沖，小名浜沖，铫子沖，最近では相摸 

湾でも採集された。 

このたび，天皇海山で採集された力ニ類の中にベニズワイガニに近似の1種類があり，カイ 

ザン（海山）ベニズワイガ二なる新亜種名のもとにここに記載される。 

Chionoecetes japonicus pacificus subsp. nov. 

カイザンベニズワイガニ（新亜種） 

P1.III，fig. C ； Figs. 9,11. 

検討標本 

13，No. 623 ,完投式標本。仁徳海山，浜陵水産KK，第26恵久丸にょる。深庇800 M. 

VII 20-IX，1977。 

18 , No. 526，副模式標本。産地拔染者同上。 

13 , No. 586 (孕莫)，産地採粢者同上。 

カイザンベニズワイガニは日本沿岸に産するべニズワイガニにょく似ている力；，中面の稜線 

が®粒の集りでなく，すべて小棘になっている点で新亜種として記載されるのである。 

ベニズワイガニの特長： 

ベニズワイガニ Chionoecetes japonicusは，1932年にアメリカのM. J. Rathbunによって 

佐渡沖から記載された種類で，在来のロ本海の冬の味覚であるズワイガニ CCh. opilio)とは判 

然と区別される， 

ズワイガニは生態学的には200米位の海底に産し，生時の色彩は一様にうすい銅褐色である 

のに対しべニズワィガニでは深海性で1000〜2000米位の海底に産し，生時の色彩は鮮紅色であ 

る。味覚の上からはズワイガニがはるかにすぐれてL、る。 

ズワイガニでは〒はやや平たく，鰓域はふくれていないので，甲の後方の傾斜面がやや平た 
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くなっているのに対し，ベニズワイガニでは両鰓域が強くふくれているので中の後方の傾斜面 

は明らかに急になっている。 

甲の左右の鰓域面には側禄に沿って1個，鰓域後方面を横切って1個の稜線があり，いずれ 

も低い平たい隆起が配列している。この隆起上には，ズワイガニもベニズワイガニも共に小顆 

粒の集まりを頂いている。これら両稜線は，甲の後側隅で約60°の角度で相会しているがその 

交点はズワイガニでは小顆粒を頂く隆起より成り，ベニズワイガニではその交点に鈍い突起を 

生じていて，両種の区別に役立つ。 

甲の後縁から側縁に至る遊離縁はその内側にも1個の稜線があり共に小顆粒が密に竝んでい 

るが，この2個の稜線はズワイガニでは前方に至るまで平行していて交ることがないが，ベニ 

ズワイガニでは甲の後側隅の鈍^、突起の下方で相接合している。 

雄の第1腹肢は両種共細長く中途で外方に曲っているが，先端部突起はズワイガニでは短か 

くて嘴状に直角に曲っているが，ベニズワイガニでは先端突起ははるかに長く内側に湾曲して 

いる。先端部突起の基部には内縁と外縁に剛毛の列を生じているがズワイガニでは外側の剛毛 

の列の基部半分程のところでは揃って短かくなっている。内縁での剛毛列は2〜3列となって 

いる。ベニズワイガニでは外側の剛毛は長さが揃っており，少数の剛毛が上面にもある0 

カイザンベニズワイガニの特長。 

本種はベニズワイガニの亜種としての特長を有し，ズワイガニとの関係は遠い。その生活環 

境もべニズワイガニ同様に深海性で，模式標本も副模式標本も仁徳海山の1000米以上の深さか 

ら採集されている。 

ベニズワイガニの生時の色彩は紅色であるが本亜種では甲の色はうすい黄紅色の地に大小の 

棘はいずれも濃赤紫色を呈している。富山湾沖のベニズワイガニの色彩は一様に濃赤色である 

力\イ山台沖のベニズワイガニは甲の色どりがカイザンベニズワイガニに類似している。 

甲面は左右の鳃域が強く隆起していて甲の後方の傾斜はベニズワイガニ同様に急である。両 

鳃域の2個の稜線即わち，斜に側縁に添う稜線と鳃域後方の横の稜線は小顆粒の集りの隆起か 

らではなく単-‘の突起から成っている。二つの稜線の交点にはベニズワイガニ同様に鈍い1棘 

がある。屮の後縁から後側縁への2個の顆粒の稜線はベニズワイガニ同様に，後側隅の鈍棘の 

後方のところで交っている。 

雄の第1腹肢の形態（F ig . 11 )はべニズワイガニのそれによく似ているが，先端の突起は 

更に長く強く内側に湾曲している。その基部の剛毛の列は外側では長い剛毛が束となり，内側 

では4〜5の列をなしていちいちの剛毛は揃っており，上面では少数の短毛がまばらに生じて 

いる。 

大きさ：雄の模式標本，甲長（額長をふくむ）113mm,甲幅126mm。 

Family PORTUNIDAE RAFINESQUE わたりがに科 

Subfam. M A C R O P I P I N A E STEPHENSON et CAMPBELL しわがざみ亜科 

この科では次の1屈1種が採集された。 

Ovalipes RATHBUN ヒラツメ ガ ニ 屈 
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Ovalipes iridescens (MIERS, 1886)ヒメ ヒラツ メガニ 

PI.III，fig. B 

検討標本： 

16 , No. 614，欽叨海山，深度300�320 M，海洋水産資源開発センタ—’ VI，11,1977。 

13 , No. 527 (写真）産地同上， 

18 , No. 572 (写真)産地同上， 

本種は稍，深海性で
1n面に1対の長円形の薄膜部があり，鼓膜と名づけられている，感覚器 

官のはじまりと思われる。同様の構造が「I1の背面にある例としては，かいかむり科のCrypto-

dromiopsis tridens BORRADAILE, 1903 (印度洋産）に見られる。 

分布，日本では伊豆七ねの中の利岛，三河湾，土佐湾，豊後水道，こしき,じ等。海外ではヶ— 

群岛（校式標本産地），印度沿^。おょび天皇海山欽明海山。 

Fam. GONEPLACIDAE DANA 

えんこうがに科 

Subfam. CARCINOPLACINAE H. MILNE EDWARDS 

ぇんこうがに亜科 

この科および亜种;こは多くの诚種がふくまれていて，他の近似の料と共に现在フランスのD. 

Guinot博士によって検討がすすめられつつある。 

Neopilumnoplax SERENE, 1969 ノ コギリエンコウガニ屈J0 

この屈は1969年;こフランスのR. SERINEセレン博士によって刟設された。1858年にW. 

STIMPSONはホンコンからPiluinnoplax sulcatifronsなる種類を記載したがその—種類はDe 

HAAN (1835 )のE u c r a t cマルバガニ厲に一致するのでP i l u m n o p l a xなる城は存在できなく 

なった。STIMPSONは同じ1858年;こPilumnoplaxん?ぼ沩ES (奄类大ねから），P. cilicita (伊豆 

下田から）を:B録したがこれらはHeterop ihnnnus (オキナガニM )に’また P i l u m n o p l a x 

sculpt a (奄炎大 , I :むから)はLophoplax (タコガニ诚)に組みかえられた。 

Simpson以後に多くの種類が各水域からP i l u m n o p l a xなる屈のもとに記録されているがい 

ずれもP i l u m n o p l a xには入らず他の屈に組みかえられた。1969年R. SERENEは1882年に記 

録されたP i l u m n o p l a x heterochir (STUDER) —丨好ァフリカーなる種類を佼式種に選んで， 

Neopilumnoplax n. gen.なる新.诚を创設した。 

D. GUINOTは1971年，この新こ入るべき種類として3種，を笮げた，即ち， 

N. heterochir (STUDER) 

N. americana (RATHBUN) 

N. sainclairi (ALCOCK et ANDERSON) 

この3種に加えて苄者は従来ロ本沿岸からゼ録されていたP i l u m n o p l a x americana RA-

THBUN はァメリ力産の極類と同名晃湩であるので，男鹿半,丨;J；から得られた13をもとにして 

N. serrata SAKAI, 1976 ノコギリユンコウガニを;2載した。この僅はその後志摩半ね和具 
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からも山下信夫氏によつて採集されている。 

天皇海山の力ニ類の中;こノコギリェンコウガニ類似の極めて大形の種類がふくまれており， 

雄の第1腹肢もやはりノコギリヱンコウガニと同型であるのでここにその属の新種として記載 

することにした。 

NeopilumnopLax major sp. nov. 

オ オ ノ コ ギ リ ユ ン コ ウ ガ ニ （ 新 種 ） 

P I . I I , fig. A ； Figs.16，17. 

検討標本： 

13 , No. 621,完模式標本。欽明海山，35°22'N，171°26冗，深度300�320 M . 海洋水産 

資源開発センタ一，VI，11，1977。 

1?，雌模式標本（抱卵），産地深度等同上。 

18 , No. 526 (写真）産地深度等同上。 

この厲の力ニ類はすべて小形種で，最大の日本産のノコギリヱンコウガニ GV. serratus)で 

|丁1長20.5 mm，中幅27.5 mm位である。本種は大きさに示すよう極めて大形の種類である。 

からだ全面が固い厚い外骨格でおおわれた頑丈なからだつきの大形の力ニである。中は横に 

広い楕円形で前方に広く甲面は平坦で
1N域は適当に分割されている，即ち胃域では2M, 3M, 

1Pが深い溝で区別され肝域は低い。額はせまくて屮幅のほぼ1\4に当り，その前渌は真すぐ 

に横に切れて二重の緣となり，中央の切れこみはあらわれていない。 

前側縁は強く湾曲し，5歯に切れているが，第1，第2歯は癒合しその縁は横に寞すぐで小 

贿に刻まれている。第3，第4歯はほぼ笮大で第5歯;よ小形で尖っている。雄の腹部は7節よ 

り成り第3節は幅最も広く，第6，第7節は比較,的長い，雄の第1，第2腹肢はこの屈の他の 

種類のそれらと同型である（Figs.16，17) 

鉗脚は各節頑丈で棘や突起を欠く，雄の謝脚は頗る強大で，右側が左側よりもはるか;こ強大 

で特に掌節は幅広く末端に広くなっている。両指共に漆黑色に色どられている。歩脚は4対共 

にほぼ同型で第1対はやや細く第3は僅かに大きい。腕節，前節，指節には前緣後緣に近く小 

顆粒と疎毛を生じている。 

大きさ：雄模式標本，丨P長6 4 m m , � p幅8 7 m m ,右鉗脚の全長1 7 7 m m ,左鉗脚1 4 5 mm. 

Fam. GERYONIDAE BALSS 

おおえんこう力りこ科， 

天皇海山で漁獲された本科に屈する力ニは次の2屈2種である。 

Geryon oj'finis A. MILNE EDWARDS et BOUVIER 

Progeryon guinotae CROSNIER 
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Gen. Geryon Kroyer才才エンコウガニ属 

この厲に属する種類の中で次の2種類， 

G. quinquedens SMITH 1879 (太西洋種） 

G. affinis A. MILNE EDWARDS et BOUVIER (太西洋，印度太平洋種）は分類学的に極めて 

近い関係にあって，文献の上でも両種が混同されている。両種の区別は以前にはヮシントン， 

米国立博物館のF.A.CHACE (1940)によって指摘され，最近ではオスロ—大学のM.E. CHRI-

STIANSEN (1969)およびオーストラリア博物館のD. J .G . GRIFFIN et D. E. BROWN (1976) 

によって両種の区別と分布がのべられている。2人のオ—ストラリアの著者はまた1800年の初 

期にインドネシアから記載されて，日本産のオオェンコゥガニの学名となっていたG e r y o n 

trispinosus (HERBST, 1803)についても検討し，東べルリン博物館に保存されていたこの種類 

の模式標本の写真も掲げられている。そして従来，ORTMANN (1894)，H. BALSS (1922)， 

SAKAI (筆者，1939，1965，1976)などによって踏襲されてきた日本沿岸のG. trispinosusは 

G. affinisと改められた。真のG. trispinosusは額中央の2歯が小さくて接近しており前側縁 

の第 2 ,第 4歯を欠き，G . affinisとは別種とされた。 

一方デンマークを原産地とする大西洋産のGeryon tridens KROYER, 1837なる種類がある。 

この種類は今日まであまりひろくは知られていなかったが，CHRISTIANSEN (1969)の論文に 

よい図が出ている。それによると，この種は額は真すぐに横に走り，中央の2歯は小さくて互 

に接近しており前側縁の歯は3個で，第2 ,第4歯を完全に欠いている。Chr is t i ansenのこの 

種の図と，GRIFFIN & BROWNのG e r y o n trispinosus HERBST, 1803の模式種の写真とを比 

較すると両種が同一種であるように思われる。一方の原産地はデンマ—クであり，他方はイン 

ドネシアである力、オオェンコゥガニ（G. affinis)の分布が後述のように頗る広いことと考え 

併せる時，これらの2種が同一種と考えても分布的の無理はないように思われる。もしこの両 

種が同一であるとすれば学名の優先はG . trispinosusにあるのである。 

Geryon affinis A. MILNE EDWARDS et BOUVIER 

才 オ ェ ン コ ウ ガ ニ 

PI . I I , fig. D ； Figs.18’ 19. 

検討標本： 

13 , No. 591,(写真），仁徳北海山，42°20'N，170°50'E,深度800米以上。浜屋水産 

KK第26忠久丸による刺網.VI I 20�IX，1977。 

13，No. 613，欽明海山，35°34'E，171°41%深度600〜640米。海洋水産資源開発セン 

タ—，蟹籠，VI 18，1977〔中長 90X 平幅102mm〕 

l o，No . 615 ,欽明海山南部，34°42 /N-17r48 /E,深度980�1100米。採集者同上，VI 

22，1977〔甲長 59.5X 甲幅 68 mm〕 

13，No. 617，欽明海山。深度500�700米。採集者笠同上。〔屮長131x〔p幅150mm〕 

lo ,大型番号なし，神功海山，深度890�930米。採集者同上。〔甲長141X甲幅155mm〕 

天皇海山ではオオュンコウガニの標本は多数採集されているが，種類の同定のため筆者のも 
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とに送られてきた標本は上記48 8，1 0であった。 

これらの標本はぃずれも G e r y o n affinis A. MILNE EDWARDS et BOUVIERと同定さるべき 

ものと思う。しかしながら，生時の色彩に関しては他水域のものと異ってぃる。この種類の色 

彩はD O F L E I N (1904), GRIFFIN ( 1 9 7 6 ) に よ れ ば 黄 色 が か っ た 褐 色 で 赤 ぃ 斑 が あ り ， 幼 個 体 

の中には赤色をおびた褐色のものがあるとあり，日本沿岸産の本種も全く同じ色彩を呈してぃ 

る。然るに天皇海山の現標本では甲の色は紫色を呈し，胸脚はうすぃ黄褐色で紫の斑紋を有し 

てぃる。特に幼個体の紫は鮮かである。 

甲殻は日本産の個体とくらベてやや平圧されてぃて，域は著しくは隆起してぃなぃ。肝域 

面は平坦で隆起せず，平板状である。そのために甲殻は日本産の標本とくらベて前方にひろく 

やや平たく見える。 

額の4歯はぃずれも顕著に発违し，前側縁の5歯は若ぃ個体ではぃずれも長ぃ棘として発逹 

してぃるが，老成した個体では第2，第4歯は退化しつつある，第5歯は大きく斜に外方，上 

方に突出してぃる。 

鰓域は全面が粗面ではあるが顆粒の発達は弱く，特に若ぃ個体では平滑に近ぃ。域，心域 

の隆起面も粗面ではあるが顆粒の発违はなぃ。これらの顆粒の発達の弱ぃ点で，現天皇海山の 

標本は東部オーストラリア，インド洋，大西洋の標本の特長と一致する。 

雄の第1第2腹肢の特長はFig.18，19に画かれてレ、るとおり日本沿岸のものに類似してし、 

るo 

日本沿岸産の才才エンコウガニの特質について 

日本の本州太平洋岸の深所にはこの力ニは普通に見られるようになった。その産地は房総半 

FT沖，相模湾，三河湾沖，紀伊半岛沖，土佐湾などで，深度は800〜1000米位である，この力 

ニの学名は従来G e r y o n trispinosus HERBSTと呼ばれてぃたが最近G. affinisと改められた 

ことは既に述べたところである。 

生時の色彩は東オ—ストラリア，南印度洋の種類と同じでうすぃ黄褐色に赤褐色の斑紋があ 

るゼ、,雌では赤色のものがふくまれる。これらの日本沿岸の種類で著しぃ特長は雌雄共に召域 

をふくむ不の上面が強く隆起してぃて，肝域面は平坦でなく第3前側縁歯の内側で隆起してぃ 

る。鰓域は周縁を除けば極めて厚く顆粒でおおわれ，顆粒は時に斜や縦に列をなしてぃる。胃 

域，心域などの隆起面もまた顕著:こ顆粒でおおわれてし、る。 

G. a finisに関する文献で，鰓域の著しぃ顆粒に言及してぃるものは1つもなく，図や写真 

一DOFLEIN 1904, RATHBUN 1937, CHRISTIANSEN 1969, GRIFFIN & BROWN 1976—などい 

ずれも顆粒が示されてぃなぃのは，それらの標本にも顆粒が著しくなぃものと考えられる。 

もしもこのような日本産のオオエンコウガニの鰓域，丨7域，心域の顕著な顆粒が地方的な特 

質に姐するならば，この形態に対し， 

Geryon cifhnis granulatus n. var. 

なる新亜種名を与えたいと思っている。 
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G. affinis才才エンコウガニの分布と変異について 

本锺 G . affinisの分布は極めて広く，文献によれば太西洋では北はアイスランド南部，ノ — 

ルウヱ一から南西アフリ力，更にアメリ力ではフロリダ海，そして印度洋，東部オーストラリ 

ア，南西太平洋，日本更に中部太平洋に至っている。このように広域;こ分布するこの力ニにつ 

いては顕著な地方的な変異が考えられる。Christiansenは1969年の論文でアフリ力西南部の水 

域から，この属の第3の種に適合する形態で a f f i n i sにも q u i n q u e d e n sにも近い標本をしらべ 

たことを報告しているがその詳細な種の記載や図は発表していない。 

Gen. Progeryon BOUVIER，1922 

ベニ才オエンコウガニ属， 

この厲はオオェンコウガニ類似のやや小形の力ニでP. paucidens BOUVIERなる太西洋産の 

力ニが漠式種であるが最近第2番目の種類R guinotae CROSNIERが南インド洋のレユニオン 

島近海で記録された。この種が天皇海山で19が採集された。 

Progeryon guinotae CROSNIER 

ベ ニ オ オ ェ ン コ ウ ガ ニ （ 新 称 ） 

P1.II，figs. B, C ； Figs. 22，23. 

検討標本： 

1 ? , 20，No. 593.仁徳海山，42°20'N-170°50'E，水深800米，浜屋水産KK，第26恵久 

丸，VII— IX,1977。 

本種はCROSNIERによって1972年に南印度洋レユニオン岛近海から記載された。仁徳海山 

は本種の第2の記載地である。生時の色彩は深紅色で美しい（P1.II，figs. B, C)。 

甲の外形はオオユンコウガニに似て、、るが額には歯はなく横に真すぐに切れて中央切れこみ 

は小さい。前側縁と後側縁の交点に鈍い1個の突起がある。鉗脚は右が強大で，可動指の基部 

外面に強火な鈍歯がある。この鈍歯は，おうぎがに科のキバオゥギガニ Lydia annulipesおよ 

び尖ロ類のからっぱ科Calappidaeの鉗脚の指節にある鈍歯と類似の特長である。歩脚は全対 

オオユンコウとくらベて細くて長い。 

大きさ：雌，平長42mm，甲幅54mm。 

Fam. GRAPSIDAE DANA いわが;こ科 

Subfam. GRAPSINAE DANA いわがに亜科 

いわがに科，いわが;こ亜科共にほとんどの種類が岩礁或いは河口性である故に海山における 

ような環境ではそのような力ニ類を産する塑みがない。ただ1種だけ海面を他物について漂流 

する習性の次の力ニが得られたのみである。 
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Planes cyaneus DANA 

オキナガレガニ 

検討標本： 

16,1?,欽明海山，35°37'N-170°04モ，深度560米。釧路水産試験場，北洋丸，たてな 

わに附着，VIII，1977。 

本種は漂流物に附着して大洋をわたり歩く習性で英名をColumbus's C r abと呼ぶ。採集深 

度560 Mは多分誤りで，たて網のロ —プにたまたま漂流中に附着したものであろう。 

太平洋，印度洋および南米西海岸にひろく分布する。 

Section ANOMURA 

異 尾 区 

Family LITHODIDAE DANA たらばがに科 

Subfamily LITHODINAE DANA たらばがに亜科 

たらばがに科，たらばがに亜科の力ニ類はいずれも大型で深海性であり，缶詰漁業をはじめ 

と し て 茧 要 な 水 産 資 源 で あ る 。 天 皇 海 山 で 漁 獲 さ れ た こ の 類 は ィ バ ラ ガ ニ 属 種 と 

ェゾィバラガニ属P a r a l o m i s1種でそれらのうち，イバラガニ属の1種とェゾイバラガニ属の 

1種は新種である。 

Gen. Lithodes LATREILLE イバラガニ属 

ィバラガニ属は外形的にはタラバガニ属に似ているが両属は腹部第二節で区別される。即ち 

タラバガニ属では第2腹節が5片，即ち中央板と左右の側板及び左右の縁板に分れているのに 

対し，ィバラガニ属では左右の側板が中央板と癒合しているか又は左右の側板.縁板が癒合し 

ているので何れの場合でも3片から成っている。しかしながらこれらの分節がなくて1節に合 

している場合もある。両属共に腹部第3〜5節は中央で共通の膜面となり数多くの瘤状小突起 

が横に列をなしている。 

日本沿岸に産するィバラガニ厲は次の4種である，即ち， 

Lithodes turritus ORTMANN イノ< ラ力.-ニ 

房総沿岸，相摸湾，紀伊半岛沿岸， 

L. aequispinus BENEDICT イバラガニモドキ， 

相摸湾，小名浜，仙台沖，釧路沖，ォホック海，ベ—リング海。 

L. couesi BENEDICT キタイバラカ'、ニ 

小名浜沖，釧路沖，ベーリング海，ブリストル湾からサンジェゴ沖まで。 
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L. longispina SAKAIハリイバラガニ 

相捞湾，房総沖，仙台湾沖，ミッドゥェ—海。 

天皇海山で漁獲されたィバラガニ厲は次の2種類である。 

Lithodes nintokuae sp. nov. ニントクイバラガニ （新種） 

L. longispina SAKAI ハ リ イ ノ、ラガニ 

Lithodes nintokuae sp. nov. 

ニントクイバラガニ（新種） 

PI . IV , figs. A, B ； Figs. 24，25. 

検討標本： 

13 , No. 584,完投式標本。仁徳北海山，42°20'N—170°50%深度800米，浜屋水座KK， 

No. 26 恵久丸，刺網，VII，20�IX，1977。 

1 2 , No. 585，雌模式標本。産地その他同上， 

13，12,副佼式標本。座地その他同上。 

13 ’ No. 603 ,仁徳海山，4r i0 /N-170°35 /E,深度1070�1055米。海洋水産資源開発セ 

ンタ一，蟹籠による。VIII, 20，1977 

種の記戦。本種の…殻は丸みのある五角形で，叩幅は丨ド長より僅か;こ大きく前方に狭まって 

いる。叩面は^域鰓域が顕著に隆起し，肝域，心域は狭くて低い。中面には大小の低い顆粒が 

散在してし、る力'；，域の4個，心域の2個鰓域の3〜4個の顆粒はやや大きくふくれているが， 

いずれも棘には発违していない。 

丨丨
1
面には中央に近く 3対の灰色の削痕があるが，それらのうち前方の1対は側方;こ片より，

1

丨'1 

域と鰓域を隔てる溝の上にあり，次の1対は？?域の後方にあり第3対はこれに接して心域前方 

に位Sする (F i g . 24，黑く示されている）。 

額棘：よ細く短かく，斜上方に向い，中辺の雨側;こ1棘ずつ，先端:こ;i揃って2棘がある，下 

面の中央の額棘は大きく ,湾曲して前方に突出している。 

眼窩外棘は顕著で前方に突出し，肝域の外緣には3棘あり前•後の1棘ずつ; t大きく，中央 

棘は小さい。鰓域をめぐって周铽はひだをなしその緣上に13〜15の棘が竝び，前方からの数棘 

は鋭く尖り，第3棘はすべての棘の中で般大である。それ以後の棘:よ大小大きさを異:こしいず 

れも芘部は太くなっている。S後2，3棘は扁圧され丨pの内面に凹入している，鰓域の周緑は前 

側禄および後側緣；こ沿う内面が凹んで緣どられている。 

腹部第2節はィバラガニ屈の通性として中央板と左右の側板又は铽仮との3片より成るが， 

本種は異常でニゾィバラガ
ニ
诚と同様;こ一枚の板より成る。第3〜第5節は中央:こ共通の股而 

を有しその膜面上に横列;こ配Sする小疣状の突起の概数は(Fig. 25)雄で， 

4-4-4-6-4-3-4-4-2-4-4，程であるが個体によって変異がある。 

鉗脚は右が強人で，長節の内緣末端:こ近く1大棘があり，長節•腕節•掌節はそれぞれ大小 
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の棘がまばらにならんでいる。歩脚は各対が細く長節，腕節，前節にはそれぞれ前縁，後緣お 

よび上面に大小の棘が並んでいる。 

大きさ： 

雄，完模式標本一甲長116 mm，甲幅123 mm，額長19 m m ,人鉗脚の全長2 2 1 m m 

備考：1974年に武田正倫（国立科学博物館）はミッドウ二—近海から，L W w d e s couesi 

BENEDICTを報告した。日本水産が採集した標本である。この種類は甲の後縁がまるく，！「面 

に凹入することはなく，甲の周縁の棘は細く尖っていて根本が肥大することはない。その特長 

はSCHMITT (1921)の原図によくあらわれているし，筆者の1971, 1976の図にも表現されて 

いる。和名をキタイバラガニとつけたこの力ニは，プリストル湾で多く漁獲され冷凍品として 

多く日本に送られているし，箪者は小名浜沖でもこの標本を得ている。武田の記載と標本から 

判断すると，丨での後縁は明らかに凹入しており，甲縁の棘が根元で肥大していてL. coucsiと 

は考えられない。その特長から見て恐らく武田の同定は誤りで，coues iではなく本新種にごく 

近いか，或いは同一種（特に彼のP1.3, fig. 3においては）であろうと思う。 

Lithodes longispina S»AKAI ハリイバラガニ 

検討標本： 

18 , No. 583，仁徳海山，42°20'N—170°50モ，水深800米以深，刺網，浜屋水産KK， 

第26恵久丸，VII，20�IX，1977 

18 , No. 611，欽明海山南部，SAM'N—rzrdS 'E。水深980�1100米，海洋水産資源開 

発センタ一，VI 22，1977 

本種は深紅色の色彩で味のよい力ニとされている，その屮面，額，屮緣および胸部に頗る長 

い針状の棘のあることで容易に他種と区別される。ハリイバラガニとイバラガニし t u r r i t u s 

ORTMANNは若い時代には共に著しく長い棘を有する力;，イバラガニでは成長と共に棘は短か 

くなるものが多い。 

大きさ：雄，甲長1 1 8 m m，屮幅9 8 m m ,額長（幹部）5 1 m m . 

分布：相模湾（新分布），房総半ね沖（模式種産地），仙台湾’ミッドウュ—沖〔武田)およ 

び天皇海山。 

Gen. Paralomis WHITEエゾイバラガニ属 

この属の力ニは甲面や胸脚が小棘や顆粒や大小の隆起などでおおわれているのが一般であ 

る。腹部は第2節が1枚の板より成り側板も縁板もすベて合一しており，第3〜5腹節:よ中央 

の各節が共通の膜面とならず，各茆が分れている。日本沿岸産のュゾイバラガニ屈は次の5種 

である。 

Paralomis hystrix CDE HAAN)イガグリガニ 

曰本固有種ー相模湾，三河湾，志摩半島，紀伊半,G；，上佐湾，長崎。 

P. dofleini BALSS 
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日本固有種一仙台湾沖，房総半&，相模湾，紀伊半,Cy。 

P. japonica BALSSコフキエゾイバラガニ 

日本同有種一相校湾，紀伊半& 

P. verrilli (BENEDICT)ゴカクエゾイバラガニ 

室蘭沖，ベ一リング海，アラスカ，カリフォルニア， 

P. multispina (BENEDICT)エゾイノく ラガニ 

相模湾（新）小名浜，仙台湾，釧路沖，カムチャッ力，カリフォルニア沿岸サンジ 

エコ松0 

天皇海山で採集されたこのMの力ニは1種類でここに新種として記載する，日本沿岸に産す 

る5種類とは種的関係がない。 

Paralomis pacincci sp. nov. 

シ ロ ヱ ゾ イ バ ラ ガ ニ （ 新 種 ） 

P1.III，fig. A ； Figs. 26，27. 

検討標本： 

LO, NO. 587,完模式標本，仁徳北海山，42°2(TN，170°50'E,水深800米以深，刺網， 

浜S水遊K K ,第2 6恵久丸，V I I 20�IX，1977 

本種は1971年にニュ—ジ—ランド近海からDAWSON et YALDWYNによって記載された 

Paralomis zealandicaとごく近し、関係;こあるが甲面の顆粒の形態やそのあり方によって区別 

される。 

甲のりんかくは前方に狭った洋梨形で，甲長甲幅はほぼ等しいが，見る目には長みをおびて 

いるように見える。甲域は胃域と鰓域は僅かに隆起し，これらの域を分つ溝は深い。 

甲の全面は平たい大小の顆粒でまばらにおおわれ，中心域では磨滅しており，額や側縁に近 

い面では顆粒はやや尖っている。 

額は短かく基部は太くて両側に1小棘があり，先端で顕著に2又し，中央下面の額棘は大き 

く湾曲して前方に尖る。甲の周緑では肝域に属する縁に約5棘，うち3棘は顕著である。鰓域 

をめぐって周鉍には前半部に鋭い小棘が並び，後半部では棘は磨滅して低い。甲の後縁は強く 

内側に凹入している。 

雄の腹部は第2節が（属の特畏として）1片より成り，僅かに尖った顆粒が周縁にあり，第 

3節以下は平滑で小さい凹みが僅かに見られる。第 6節の末端両側に1小棘があり，第7節で 

も末端に近く1対の小棘がある（Fig. 27参照） 

第2触角のMは頗る長く甲長をはるかに超えている，その基部の“asc ic le”には左側では5 

〜6個の小棘を生じているが，右側のそれは異常形で棘を有しない。 

胸脚は頗る長く，鉗脚は右が強大で甲長の2.7倍に達する，両鉗脚共に腕節は掌部の上縁の 
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長さにほぼ等しく，そのために鉗脚の長さが著しいのである。長節の内縁先端に近い1棘と腕 

節の内縁の2棘程は円錐形に大きく発達している。長節，腕節，掌節いずれも棘の縦列でおお 

われ多くの棘には先端に黄色い剛毛の束を生じている。歩脚の各節も前縁，後縁および上面に 

鋭く尖った棘を生じていおり，腕節以下の節ではやはり棘の先端に黄色の剛毛の束を生じてい 

る0 

本種の生時の色は黄白色で甲の中央部，前面，側面，鉗脚および歩脚の基部等紫赤色の斑紋 

を有している。 

近似種 P . zealandicaも生時の色は同様であるが，その種類では丨P面の顆粒はいずれも尖っ 

ていて全面本種よりも密に生じている。腹部各節も本種と異って密に尖った顆粒でおおわれて 

いる。 

大きさ；雄完模式標本。甲長74mm，甲幅77mm,額棘（棘の先端まで）18mm，右鉗脚 

の全長198 mm。 

この号の刊行は小田原甲殻類博物館長 

小田原利光氏 

および大阪市，かに道楽社長 

今津芳雄氏 

の好意による。 
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Area of The Emperor Seamount Chain, Central Pacific. 

中部太平洋，天皇海山の分野 
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